
Cisco ASR 1001-Xルータからの FRUの取り
外しと取り付け

この章では、CiscoASR 1001-Xルータから現場交換可能ユニット（FRU）を取り外して再取り
付けする手順について説明します。

この章は、次の項で構成されています。

• Cisco ASR 1001-Xルータの電源モジュールの取り外しと取り付け（1ページ）
• Cisco ASR 1001-XルータのUSBフラッシュメモリスティックまたはセキュアトークンの
取り外しと取り付け（10ページ）

• Cisco ASR 1001-Xルータの DIMMの取り外しと取り付け（12ページ）
• Cisco ASR 1001-Xルータの SPAの取り外しと取り付け （17ページ）
• Cisco ASR 1001-Xルータの NIMの取り外しと取り付け（21ページ）
• NIM-SSDモジュールからの SSDの取り外しおよび取り付け（24ページ）
•ルータの再梱包（28ページ）

Cisco ASR 1001-Xルータの電源モジュールの取り外しと取
り付け

以降のセクションでは、CiscoASR1001-Xルータの電源モジュールの取り外しと取り付けに関
する手順について説明します。

CiscoASR1001-Xルータにはホットスワップ可能な冗長電源モジュールが実装されています。（注）

カバーは製品の安全設計のために不可欠な部品です。カバーを装着しない状態でユニットを操

作しないでください。ステートメント 1077
危険
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装置を取り付けるときには、必ずアースを最初に接続し、最後に接続解除します。ステートメ

ント 1046
危険

次の手順を実行する前に、DC回路に電気が流れていないことを確認してください。ステート
メント 1003

危険

この機器の設置、交換、または保守は、訓練を受けた相応の資格のある人が行ってください。

ステートメント 1030
危険

Cisco ASR 1001-Xルータからの AC電源モジュールの取り外し
ここでは、Cisco ASR 1001-Xルータから AC電源モジュールを取り外す方法について説明しま
す。Cisco ASR 1001-Xルータには、スタンバイスイッチの横にある電源モジュールスロット 0
（PS0）と左側の電源モジュールスロット 1（PS1）の 2つの電源モジュールスロットがありま
す（次の図を参照）。

CiscoASR1001-Xルータにはホットスワップ可能な冗長電源モジュールが実装されています。（注）

Cisco ASR 1001-Xルータから AC電源モジュールを取り外すには、次の手順に従います。

手順の概要

1. ルータの背面で、電源スイッチがスタンバイの位置にあることを確認します。

2. 次の図に示すように、電源モジュールから電源コードを抜き取ります。

3. 次の図に示すように、固定ラッチをプルハンドルの方向に押して、片方の手でハンドルを

つかみ、もう片方の手で電源モジュールの重量を支えながら、電源モジュールをスロット

から引き出します。

4. 他の AC電源モジュールを取り外す必要がある場合は、これらの手順を繰り返します。

手順の詳細

ステップ 1 ルータの背面で、電源スイッチがスタンバイの位置にあることを確認します。

単一の電源モジュールをホットスワップする場合は、電源スイッチをスタンバイの位置にする必

要はありません。

（注）

ステップ 2 次の図に示すように、電源モジュールから電源コードを抜き取ります。
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ステップ 3 次の図に示すように、固定ラッチをプルハンドルの方向に押して、片方の手でハンドルをつかみ、もう片
方の手で電源モジュールの重量を支えながら、電源モジュールをスロットから引き出します。

図 1 :スロット PS1からの AC電源コードの取り外し

図 2 : AC電源モジュールの取り外し

固定ラッチ1

ステップ 4 他の AC電源モジュールを取り外す必要がある場合は、これらの手順を繰り返します。

次のタスク

これで、Cisco ASR 1001-Xルータから AC電源モジュールを取り外す手順は完了です。

Cisco ASR 1001-Xルータへの AC電源モジュールの取り付け

シャーシカバーを取った状態で電源を取り付けないでください。（注）

Cisco ASR 1001-Xルータに AC電源モジュールを取り付けるには、次の手順に従います。
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手順の概要

1. シャーシの背面で、シャーシの電源スイッチがスタンバイの位置にあることを確認しま

す。

2. 適切なスロットに電源モジュールを挿入して、固定ラッチが正しい位置にあることを確認

します。電源ハンドルを軽く引っ張ることによって、電源モジュールが固定されているこ

とを確認することができます。

3. 電源モジュールに電源コードをしっかり差し込みます。

4. AC電源コードが次の図に示すように配置されていることを確認します。
5. ステップ 1でスタンバイスイッチをスタンバイの位置に変更した場合は、スタンバイス
イッチをオンの位置にします。

手順の詳細

ステップ 1 シャーシの背面で、シャーシの電源スイッチがスタンバイの位置にあることを確認します。

次の図に、Cisco ASR 1001-Xルータの AC電源モジュールのスタンバイスイッチを示します。

1つの電源モジュールをホットスワップする場合は、電源スイッチをスタンバイの位置にする必
要はありません。

（注）
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図 3 : Cisco ASR 1001-Xルータの AC電源モジュールのスタンバイスイッチ

電源をオフにしない Cisco ASR 1001-Xルータのスタンバイスイッチ。1

ステップ 2 適切なスロットに電源モジュールを挿入して、固定ラッチが正しい位置にあることを確認します。電源ハ
ンドルを軽く引っ張ることによって、電源モジュールが固定されていることを確認することができます。

ステップ 3 電源モジュールに電源コードをしっかり差し込みます。

両方の電源モジュールが奥まで挿入され、電源コードが正しい位置にあることを確認します。（注）

ステップ 4 AC電源コードが次の図に示すように配置されていることを確認します。
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図 4 : Cisco ASR 1001-Xルータの AC電源コードの正しい位置

電源コードの位置2AC電源モジュール1

ステップ 5 ステップ 1でスタンバイスイッチをスタンバイの位置に変更した場合は、スタンバイスイッチをオンの位
置にします。

電源 LEDが点灯します（緑色）。

次のタスク

これで、AC入力電源の接続手順は完了です。

Cisco ASR 1001-Xルータからの DC入力電源の取り外し

CiscoASR1001-Xルータにはホットスワップ可能な冗長電源モジュールが実装されています。（注）

ここでは、Cisco ASR 1001-Xルータから DC電源モジュールを取り外す方法について説明しま
す。手順は次のとおりです。

手順の概要

1. 電源の回路ブレーカーをオフにします。

2. ルータの背面で、電源スイッチがスタンバイの位置にあることを確認します。

3. 電源装置の 2つの端子ブロック配線コネクタ（マイナスとプラス）を緩めます。以下の図
を参照してください。

4. 引き出しハンドルの方へ固定ラッチを押し、ハンドルを片手で握り、電源モジュールの重

さをもう一方の手で支えながら、電源モジュールをスロットから引き出します。以下の図

を参照してください。
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手順の詳細

ステップ 1 電源の回路ブレーカーをオフにします。

ステップ 2 ルータの背面で、電源スイッチがスタンバイの位置にあることを確認します。

単一の電源モジュールをホットスワップする場合は、電源スイッチをスタンバイの位置にする必

要はありません。

（注）

ステップ 3 電源装置の 2つの端子ブロック配線コネクタ（マイナスとプラス）を緩めます。以下の図を参照してくだ
さい。

ステップ 4 引き出しハンドルの方へ固定ラッチを押し、ハンドルを片手で握り、電源モジュールの重さをもう一方の
手で支えながら、電源モジュールをスロットから引き出します。以下の図を参照してください。

図 5 : DC電源の取り外し

固定ラッチ1

これで、Cisco ASR 1001-Xルータから DC電源モジュールを取り外す手順は完了です。

Cisco ASR 1001-Xルータへの DC入力電源の取り付け

次の手順を実行する前に、DC回路に電気が流れていないことを確認してください。ステート
メント 1003

危険

この機器の設置、交換、または保守は、訓練を受けた相応の資格のある人が行ってください。

ステートメント 1030
危険

ここでは、DC電源モジュールの入力電源の導線を Cisco ASR 1001-Xルータの DC入力電源モ
ジュールに取り付ける方法について説明します。作業を始める前に、次の重要事項に留意して

ください。
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• DC入力電源モジュールの導線のカラーコーディングは、設置場所の DC電源のカラー
コーディングによって異なります。DC入力電源モジュール用に選択した導線のカラー
コーディングが、DC電源で使用される導線のカラーコーディングに一致していること、
および電源が電源モジュールのマイナス（-）端子とプラス（+）端子に接続されているこ
とを確認してください。

• DC電源モジュールの取り付けを開始する前に、シャーシアースがシャーシに接続されて
いることを確認します。「シャーシのアース接続部」のセクションに記載されている手順

に従ってください。

DC入力電源の配線

Cisco ASR 1001-XルータのDC電源モジュールでは、その端子ブロックヘッダーに端子ブロッ
クが取り付けられています。

DC入力電源に配線するには、次の手順を使用します。

手順の概要

1. 電源の回路ブレーカーをオフにします。

2. ルータの背面で、電源スイッチがスタンバイの位置にあることを確認します。

3. ワイヤストリッパを使って、DC入力電源から伸びる 2本の導線の被覆を約 0.39インチ
（10 mm） + 0.02インチ（0.5 mm）だけ剥がします。端子ブロックから導線が露出され
たままになる可能性があるので、推奨されている長さ以上に被覆を剥がさないでくださ

い。次の図は、剥がされた DC入力電源線を示しています。
4. 端子ブロックを接続するプラスとマイナスの給電位置を特定します。配線順序は次のと

おりです。

5. 露出した導線を端子ブロックに挿入します。プラスティックカバーの外側に導線が伸び

ていないことを確認します。端子ブロックから伸びる導線部分は、絶縁体で覆われてい

る必要があります。

6. ドライバを使用して、次の図に示すように端子ブロックの非脱落型ネジを締めます。

7. 必要に応じて、残りの DC入力電源の導線についてこの手順を繰り返します。
8. タイラップを使用してラックに導線を固定し、少し導線に接触しても導線が端子ブロッ

クから引っ張られないようにします。

9. 電源で回路ブレーカーをオンにします。

10. 手順1でスタンバイスイッチをスタンバイ位置に変更した場合は、スタンバイスイッチ
をオンの位置にします。

手順の詳細

ステップ 1 電源の回路ブレーカーをオフにします。

ステップ 2 ルータの背面で、電源スイッチがスタンバイの位置にあることを確認します。

単一の電源モジュールをホットスワップする場合は、電源スイッチをスタンバイの位置にする

必要はありません。

（注）
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ステップ 3 ワイヤストリッパを使って、DC入力電源から伸びる 2本の導線の被覆を約 0.39インチ（10 mm） + 0.02
インチ（0.5 mm）だけ剥がします。端子ブロックから導線が露出されたままになる可能性があるので、
推奨されている長さ以上に被覆を剥がさないでください。次の図は、剥がされた DC入力電源線を示し
ています。

図 6 :被覆を剥がした状態の DC入力電源線

端末ブロックで導線の被覆を剥す長さとして、10 mm（0.39インチ）が推奨されます。1

DC入力電源に接続された導線が露出していると、感電の危険性があります。DC入力電源線の
露出部分が端子ブロックからはみ出ていないことを確認してください。ステートメント 122

危険

ステップ 4 端子ブロックを接続するプラスとマイナスの給電位置を特定します。配線順序は次のとおりです。

1. プラス（+）導線（右）
2. マイナス（-）導線（左）

ステップ 5 露出した導線を端子ブロックに挿入します。プラスティックカバーの外側に導線が伸びていないことを

確認します。端子ブロックから伸びる導線部分は、絶縁体で覆われている必要があります。

端子ブロックの非脱落型ネジをきつく締めすぎないようにしてください。ぴったりと接続して

いるが、導線が押しつぶされていないことを確認します。各導線を軽く引いて、導線が動かな

いことを確認します。

注意

ステップ 6 ドライバを使用して、次の図に示すように端子ブロックの非脱落型ネジを締めます。
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図 7 :導線を接続した DC電源

プラス（+）導線2マイナス（-）導線1

ステップ 7 必要に応じて、残りの DC入力電源の導線についてこの手順を繰り返します。

ステップ 8 タイラップを使用してラックに導線を固定し、少し導線に接触しても導線が端子ブロックから引っ張ら

れないようにします。

ステップ 9 電源で回路ブレーカーをオンにします。

ステップ 10 手順 1でスタンバイスイッチをスタンバイ位置に変更した場合は、スタンバイスイッチをオンの位置に
します。

電源モジュールの LEDがグリーンに点灯します。

次のタスク

これで、Cisco ASR 1001-Xルータに DC電源モジュールを接続する手順は完了です。

CiscoASR1001-XルータのUSBフラッシュメモリスティッ
クまたはセキュアトークンの取り外しと取り付け

Cisco ASR 1001-Xルータには、設定や Cisco IOS XE統合パッケージを保存するためのフラッ
シュメモリスティックまたはセキュアトークン用のポートがあります。

次の図に、CiscoASR1001-Xルータ上にあるフラッシュメモリスティックまたはセキュアトー
クン用の USBポート 0または 1コネクタを示します。
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図 8 : Cisco ASR 1001-Xルータのフラッシュトークンメモリスティックポート

フラッシュメモリスティックまたはセキュアトークンに対してファイルアクセスコマンドま

たは読み取り/書き込み操作を発行して処理が終わるまでは、USBフラッシュメモリスティッ
クまたはセキュアトークンを取り外さないでください。ルータがリロードしたり、USBフラッ
シュメモリスティックまたはセキュアトークンが破損したりする可能性があります。USBデ
バイスを取り外す前に、前面パネルの USB活動 LEDが点滅しているかどうかを確認してくだ
さい。

注意

Cisco ASR1001-Xルータから USBフラッシュトークンメモリスティックを取り外して再取り
付けするには、次の手順に従います。

手順の概要

1. フラッシュメモリスティックまたはセキュアトークンをUSBポートから抜き取ります。
2. シスコUSBフラッシュメモリスティックまたはセキュアトークンを取り付けるには、上
の図に示すように、そのモジュールをUSBポート 0または 1に差し込みます。フラッシュ
メモリモジュールまたはセキュアトークンは決まった方向にだけ差し込むことができま

す。また、ルータの電源が入っているかどうかに関係なく、いつでも取り付けや取り外し

が可能です。

手順の詳細

ステップ 1 フラッシュメモリスティックまたはセキュアトークンを USBポートから抜き取ります。

ステップ 2 シスコ USBフラッシュメモリスティックまたはセキュアトークンを取り付けるには、上の図に示すよう
に、そのモジュールをUSBポート 0または 1に差し込みます。フラッシュメモリモジュールまたはセキュ
アトークンは決まった方向にだけ差し込むことができます。また、ルータの電源が入っているかどうかに

関係なく、いつでも取り付けや取り外しが可能です。

これで、USBフラッシュメモリの取り付け手順は完了です。
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Cisco ASR 1001-Xルータの DIMMの取り外しと取り付け
ここでは、Cisco ASR 1001-Xルータの DIMMを取り付ける方法について説明します。

Cisco ASR 1001-Xルータは 8 GBと 16 GBの設定をサポートしています。（注）

次のような理由で、DIMMをアップグレードしなければならない場合があります。

•メモリの増設を必要とする新しい Cisco IOSフィーチャセットやリリースにアップグレー
ドした場合。

•非常に大きなルーティングテーブルまたは多数のプロトコルを使用する場合。

Cisco ASR 1001-Xルータ DIMMメモリモジュールの取り外しおよび取
り付け

DIMMメモリモジュールを取り外して再取り付けするプロセスを開始する前に、次の手順を
実行します。

•静電気防止用リストストラップを着用します。
•保存したいデータのバックアップを取ります。
•シャーシの上部カバーを取り外す前に電源モジュールを取り外します。

電源モジュールをシャーシから取り外すまで、上部カバーは取り外せません。電源モジュール

を取り外すまで上部カバーの取り外しが行えないように、シャーシには安全装置が組み込まれ

ています。

注意

• DIMMコンポーネントはキー付きで溝があり、接続が容易になっています。
• Cisco ASR 1001-Xルータには、2つの DIMMスロットがあります。

次の表に、CiscoASR1001-XルータへのメモリDIMMの挿入に対応したスロットを示します。

表 1 : DIMMの挿入に対応したスロット

スロット1（U103D）スロット0（U101D）メモリPIDオプション

4 GB4 GBU1D0

8 GB8 GBU1D1

ここでは、シャーシカバーを外して、Cisco ASR 1001-Xルータの DIMMを取り外して再取り
付けする方法について説明します。

次の図は、Cisco ASR 1001-Xルータの DIMMスロットの位置を示します。

Cisco ASR 1001-Xルータからの FRUの取り外しと取り付け
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図 9 : Cisco ASR 1001-Xルータの内部コンポーネントの位置

Cisco ASR 1001-Xルータの DIMMの位置（2スロット）1

Cisco ASR 1001-Xルータの DIMMの取り外し

Cisco ASR 1001-Xルータの DIMMを取り外すには、次の手順に従います。

手順の概要

1. ESDリストストラップを装着して、電源モジュールをシャーシから取り外します。
2. 電源モジュールを取り外したら、次の手順に従ってシャーシの上部カバーを外します。

3. DIMMを取り外すために最も楽な姿勢でアクセスできるようにシャーシを移動します。
4. Cisco ASR 1001-Xルータの DIMMを探します。次の図を参照してください。
5. DIMMモジュールのスプリングラッチを下げて、対応する DIMMをソケットから解放し
ます。次の図を参照してください。

6. DIMMの両端がソケットから外れたら、親指と人差し指でDIMMの両端をつかみ、ソケッ
トからDIMMを完全に抜き取ります。DIMMは必ずその両端だけで持つようにします。メ
モリモジュール、メモリのピン、コネクタ部に並んでいる串状の金属製接続部には触れな

いようにしてください。

7. 静電気防止用袋に DIMMを入れ、静電破壊から保護します。
8. アップグレードの内容に応じて、他の DIMMについてもステップ 5～ 7を実行します。

手順の詳細

ステップ 1 ESDリストストラップを装着して、電源モジュールをシャーシから取り外します。

電源モジュールをシャーシから取り外すまで、シャーシカバーは取り外せません。（注）

Cisco ASR 1001-Xルータからの FRUの取り外しと取り付け
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Cisco ASR 1001-Xルータから AC電源モジュールと DC電源モジュールを取り外す方法については、以下
を参照してください。

ステップ 2 電源モジュールを取り外したら、次の手順に従ってシャーシの上部カバーを外します。

a) シャーシカバーの上面ネジをすべて取り外します。
b) シャーシの左側面と右側面から 2つの側面ネジを取り外します。
c) 両手を使って、シャーシのカバーを後方に少しずらして外します。

図 10 : Cisco ASR 1001-Xルータのカバーの取り外し

電源モジュールがシャーシ内にある場合、カバーはシャーシから外せません。（注）

ステップ 3 DIMMを取り外すために最も楽な姿勢でアクセスできるようにシャーシを移動します。

ステップ 4 Cisco ASR 1001-Xルータの DIMMを探します。次の図を参照してください。

ステップ 5 DIMMモジュールのスプリングラッチを下げて、対応する DIMMをソケットから解放します。次の図を
参照してください。

図 11 : Cisco ASR 1001-Xルータから DIMMを取り外すための DIMMモジュールスプリングラッチ

ステップ 6 DIMMの両端がソケットから外れたら、親指と人差し指で DIMMの両端をつかみ、ソケットから DIMM
を完全に抜き取ります。DIMMは必ずその両端だけで持つようにします。メモリモジュール、メモリのピ
ン、コネクタ部に並んでいる串状の金属製接続部には触れないようにしてください。

ステップ 7 静電気防止用袋に DIMMを入れ、静電破壊から保護します。

Cisco ASR 1001-Xルータからの FRUの取り外しと取り付け
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ステップ 8 アップグレードの内容に応じて、他の DIMMについてもステップ 5～ 7を実行します。

次のタスク

これで、シャーシから Cisco ASR 1001-Xルータの DIMMを取り外す手順は完了です。

Cisco ASR 1001-Xルータの DIMMの再取り付け

ここでは、Cisco ASR 1001-Xルータに DIMMを取り付ける手順を説明します。

手順の概要

1. リストストラップなどの静電気防止用器具をした状態で、静電気防止用マットまたはシー

トの上に DIMMを置きます。
2. 静電防止用袋から新しい DIMMを取り出します。
3. 方向ノッチを探して、DIMMをソケットに挿入する前に、DIMMとソケットの位置を合わ
せます。以下の図を参照してください。

4. DIMMの端にあるピンを傷つけないように注意しながら、新しいDIMMをゆっくり挿入し
ます。両手の人差し指と親指でDIMMの上端の両側を持ち、ゆっくり、DIMMをソケット
に沿ってスライドさせます。DIMMの面が平行になるように慎重に力を加えながら、DIMM
の上部をソケットの方向に押します。

5. DIMMがまっすぐ挿入されるようにゆっくり押し込みます。必要に応じ、DIMMをゆっく
りと前後に押して確実に固定された状態にします。次の図に、Cisco ASR 1001-Xルータの
ソケットに DIMMを取り付ける方法を示します。

6. DIMMを取り付けたら、リリースレバーが DIMMソケットの側面に接して閉じているこ
とを確認します。閉じていない場合は、DIMMがしっかり固定されていない可能性があり
ます。DIMMの取り付けが不完全と思われる場合は、DIMMの取り外し手順に従っていっ
たん DIMMを注意深く取り外した後に、ソケットに差し込み直します。リリースレバー
が DIMMソケットの側面に接して閉じるまで、DIMMをソケットにしっかり押し込みま
す。

7. 他の DIMMについてもステップ 4～ 6を実行します。
8. Cisco ASR 1001-Xルータの上部カバーを取り付けるには、次の手順に従います。
9. 電源モジュールをシャーシに取り付けます。次を参照してください。

手順の詳細

ステップ 1 リストストラップなどの静電気防止用器具をした状態で、静電気防止用マットまたはシートの上にDIMM
を置きます。

DIMMは静電気放電の影響を受けやすい部品なので、誤った取り扱いをすると内部短絡が発生す
ることがあります。DIMMを取り扱うときは必ず端だけを持つようにして、ピンに触れないよう
にしてください。

注意

ステップ 2 静電防止用袋から新しい DIMMを取り出します。

Cisco ASR 1001-Xルータからの FRUの取り外しと取り付け
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ステップ 3 方向ノッチを探して、DIMMをソケットに挿入する前に、DIMMとソケットの位置を合わせます。以下の
図を参照してください。

図 12 : Cisco ASR 1001-Xルータの DIMM方向ノッチ

ステップ 4 DIMMの端にあるピンを傷つけないように注意しながら、新しいDIMMをゆっくり挿入します。両手の人
差し指と親指で DIMMの上端の両側を持ち、ゆっくり、DIMMをソケットに沿ってスライドさせます。
DIMMの面が平行になるように慎重に力を加えながら、DIMMの上部をソケットの方向に押します。

DIMMを確実に差し込めるだけの力をかけ、過剰な力はかけないようにします。ソケットを破損
した場合は、ルータを工場に戻して修理する必要があります。

注意

ステップ 5 DIMMがまっすぐ挿入されるようにゆっくり押し込みます。必要に応じ、DIMMをゆっくりと前後に押し
て確実に固定された状態にします。次の図に、Cisco ASR 1001-XルータのソケットにDIMMを取り付ける
方法を示します。

図 13 : Cisco ASR 1001-Xルータのソケットへの DIMMの取り付け

ステップ 6 DIMMを取り付けたら、リリースレバーがDIMMソケットの側面に接して閉じていることを確認します。
閉じていない場合は、DIMMがしっかり固定されていない可能性があります。DIMMの取り付けが不完全
と思われる場合は、DIMMの取り外し手順に従っていったんDIMMを注意深く取り外した後に、ソケット

Cisco ASR 1001-Xルータからの FRUの取り外しと取り付け
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に差し込み直します。リリースレバーが DIMMソケットの側面に接して閉じるまで、DIMMをソケット
にしっかり押し込みます。

ステップ 7 他の DIMMについてもステップ 4～ 6を実行します。

ステップ 8 Cisco ASR 1001-Xルータの上部カバーを取り付けるには、次の手順に従います。

a) 連結フック機構がシャーシカバーとベースに接触していることを確認しながら、カバーをシャーシに
スライドさせます。

b) 上面ネジと側面ネジを取り付け、軽く締め付けます。

ステップ 9 電源モジュールをシャーシに取り付けます。次を参照してください。

次のタスク

これで、Cisco ASR 1001-Xの DIMMを取り付ける手順は完了です。

Cisco ASR 1001-Xルータの DIMMが正しく取り付けられていれば、システムが正常に再起動
するはずです。

新しい DIMMを取り付けた後、システムが正しく再起動しない場合や、チェックサムエラー
やメモリエラーがコンソール端末に表示される場合は、次の点を確認してください。

両方の DIMMが正しく取り付けられていることを確認します。必要な場合は、システムを
シャットダウンし、シャーシカバーを取り外します。DIMMの取り付け状態を真正面から目
の高さで観察します。DIMMの取り付けが適切であれば、すべてのDIMMの角度と高さが揃っ
ているはずです。他の DIMMと高さや角度が揃っていない DIMMがある場合は、その DIMM
をいったん取り外し、取り付け直します。上部シャーシカバーを再取り付けし、システムを再

起動して、もう一度取り付け後の確認を行います。

何回試してもシステムが正常に再起動しない場合は、シスコのサービス担当者にお問い合わせ

ください。お問い合わせの前に、エラーメッセージや LEDの異常表示などの現象を記録して
おくと、問題の解決に役立つことがあります。

（注）

Cisco ASR 1001-Xルータの SPAの取り外しと取り付け
活性挿抜（OIR）機能を使用すれば、ルータの動作中に、共有ポートアダプタ（SPA）の取り
付けまたは交換を行うことができます。システムの電源をシャットダウンする必要はありませ

んが、共有ポートアダプタの取り外し中にそこを通過するトラフィックを実行しないでくださ

い。OIRは、ネットワーク上のエンドユーザにシームレスにサービスを提供し、すべてのルー
ティング情報を維持し、セッションを保護する手段を提供します。

ルータからSPAを取り外すと、OIRがSPA内のすべてのアクティブインターフェイスをシャッ
トダウンします。

（注）

Cisco ASR 1001-Xルータからの FRUの取り外しと取り付け
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SPAの OIRの準備やアクティブ化と非アクティブ化の設定例など、SPAソフトウェアコマン
ドの詳細については、『Cisco ASR 1000 Series Aggregation Services Routers SIP and SPA Hardware
Installation Guide』を参照してください。

（注）

SPAを取り付けるために、次の工具と部品をいつでも使えるようにしておくことをお勧めしま
す。

• No.2のプラスドライバまたは 3/16インチのマイナスドライバ
• SPA
•ケーブル
•静電気防止用器具または使い捨ての静電気防止用リストストラップ、すべてのアップグ
レードキット、現場交換可能ユニット（FRU）、スペア

•静電気防止用マットまたはシート、あるいは静電気防止用袋

その他の機器が必要な場合は、発注情報についてサービス担当者にお問い合わせください。

静電破壊の防止

静電放電（ESD）により、装置や電子回路が損傷を受けることがあります（静電破壊）。静電
気はプリント基板の取り扱いが不適切な場合に発生し、故障または間欠的な障害をもたらしま

す。

SPA回路基板は金属製フレームに取り付けられていますが、静電破壊の影響を受けやすい基板
です。SPAは、金属製フレームに固定されたプリント基板で構成されます。電磁干渉（EMI）
シールド、コネクタ、およびハンドルはフレームを構成する部品です。

未使用のサブスロットがある場合は、必ず SPAブランクフィラープレートを取り付けて空の
サブスロットを塞いでください。これにより、ルータが EMI防止基準を満たすことができ、
取り付けたモジュール間に適度な通気が保たれます。未使用のサブスロットに SPAを取り付
ける場合は、まず SPAブランクフィラープレートを取り外す必要があります。

Cisco ASR 1001-Xルータからの FRUの取り外しと取り付け
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図 14 : Cisco ASR 1001-Xルータの SPAの取り扱い

金属製フレーム2プリント基板1

金属製フレームは ESDから SPAを保護しますが、SPAを扱うときには必ず、静電気防止用ス
トラップを着用してください。ストラップは肌に密着させて着用し、ストラップのクリップを

シャーシの塗装されていない面に接続して、不要な静電気が安全に放電されるようにします。

リストストラップがない場合は、シャーシの金属部分に触れて、身体を接地してください。

静電破壊を防ぐために、次の注意事項に従ってください。

• Cisco ASR 1001-X SPAの取り付けまたは交換を行うときは、必ず静電気防止用リストス
トラップまたはアンクルストラップを着用してください。ストラップが肌に密着している

ことを確認してください。

•金属製フレームの端とハンドルで Cisco ASR 1001-Xの SPAを取り扱います。プリント基
板にもコネクタピンにも触れないようにしてください。

• Cisco ASR 1001-Xの SPAを取り外す場合は、プリント基板コンポーネント側を上にして
静電気防止用シートの上に置くか、静電気防止用袋の中に入れます。

共有ポートアダプタの取り外し

SPAを取り外すには、次の手順に従います。

手順の概要

1. 静電気防止用リストストラップを着用し、ストラップの反対側をルータの塗装されていな

い面に接続します。

2. 取り外している間に SPAをトラフィックが通過しないように SPAを停止します。
3. SPAからすべてのケーブルを外します。
4. SPAの両側にある非脱落型ネジをゆるめます。

Cisco ASR 1001-Xルータからの FRUの取り外しと取り付け
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5. 両手でハンドルを握って、SPAを引き出します。

手順の詳細

ステップ 1 静電気防止用リストストラップを着用し、ストラップの反対側をルータの塗装されていない面に接続しま
す。

ステップ 2 取り外している間に SPAをトラフィックが通過しないように SPAを停止します。

トラフィックがポートを通過している最中に SPAを取り外すと、システムが停止する可能性があ
ります。

注意

SPAベイ 0/1で SPAを停止する次の例を参照してください。

a) router#プロンプトで、「hw-module subslot 0/1 stop」と入力し、Enterを押します。

b) router#プロンプトで、「end」と入力し、Enterを押します。

ステップ 3 SPAからすべてのケーブルを外します。

ステップ 4 SPAの両側にある非脱落型ネジをゆるめます。

ステップ 5 両手でハンドルを握って、SPAを引き出します。

次のタスク

これで、Cisco ASR 1001-Xルータの SPAを取り外す手順は完了です。

共有ポートアダプタの取り付け

SPAを交換するには、次の手順に従います。

手順の概要

1. SPAを挿入するために、SPAを固定するガイドレールの位置を確認します。ガイドレー
ルは、SPAスロットの上部左右の、1インチ（2.54 cm）ほど奥にあります。

2. 両手を使って、SPAが SPAインターフェイスコネクタにしっかり装着されるまで、慎重
にSPAをスライドさせます。完全に装着されると、SPAは前面プレートのやや後方に位置
します。

3. SPAを正しく装着したら、非脱落型ネジで SPAを SPAのどちらかの位置に固定します。
4. 次の手順を使用して SPAを再起動します。
5. show platformコマンドを使用して、サブスロット 0/1のステータスに問題がないかどうか
を確認します。
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手順の詳細

ステップ 1 SPAを挿入するために、SPAを固定するガイドレールの位置を確認します。ガイドレールは、SPAスロッ
トの上部左右の、1インチ（2.54 cm）ほど奥にあります。

ステップ 2 両手を使って、SPAが SPAインターフェイスコネクタにしっかり装着されるまで、慎重に SPAをスライ
ドさせます。完全に装着されると、SPAは前面プレートのやや後方に位置します。

ステップ 3 SPAを正しく装着したら、非脱落型ネジで SPAを SPAのどちらかの位置に固定します。

非脱落型ネジを締めて適切に固定されていることを確認します。（注）

ステップ 4 次の手順を使用して SPAを再起動します。

a) router#プロンプトで、「hw-module subslot 0/1 start」と入力し、 Enter.を押します

b) router#プロンプトで、「end」と入力し、Enterを押します。

ステップ 5 show platformコマンドを使用して、サブスロット 0/1のステータスに問題がないかどうかを確認します。

show platformコマンド

例：

Router# show platform
Chassis type: ASR1001-X
Slot Type State Insert time (ago)
--------- ------------------- --------------------- -----------------
0 ASR1001-X ok 00:34:05
0/0 BUILT-IN-2T+6X1GE ok 00:33:14
0/1 SPA-4XT-SERIAL ok 00:33:14
0/2 NIM-SSD ok 00:33:11
R0 ASR1001-X ok 00:34:05
R0/0 ok, active 00:34:05
R0/1 ok, standby 00:32:47
F0 ASR1001-X ok, active 00:34:05
P0 ASR1001X-PWR-AC ps, fail 00:33:44
P1 ASR1001X-PWR-AC ok 00:33:42
P2 ASR1001-X-FANTRAY ok 00:33:47
Slot CPLD Version Firmware Version
--------- ------------------- ---------------------------------------
0 14041015 15.4(2r)S
R0 14041015 15.4(2r)S
F0 14041015 15.4(2r)S

これで、Cisco ASR 1001-Xルータの SPAを取り付ける手順は完了です。

Cisco ASR 1001-Xルータの NIMの取り外しと取り付け
OIR機能を使用すれば、ルータの動作中に NIMの取り付けや交換を行うことができます。シ
ステムの電源をシャットダウンする必要はありませんが、NIMの取り外し中にそれを通過す
るトラフィックを実行しないでください。OIRは、ネットワーク上のエンドユーザにシームレ
スにサービスを提供し、すべてのルーティング情報を維持し、セッションを保護する手段を提

供します。
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ルータからNIMを取り外すと、OIRがNIM内のすべてのアクティブインターフェイスをシャッ
トダウンします。

（注）

NIMを取り付けるために、次の工具と部品をいつでも使えるようにしておくことをお勧めしま
す。

• No.2のプラスドライバまたは 3/16インチのマイナスドライバ
• NIM
•ケーブル
•静電気防止用器具または使い捨ての静電気防止用リストストラップ、すべてのアップグ
レードキット、FRU、スペア

•静電気防止用マットまたはシート、あるいは静電気防止用袋

その他の機器が必要な場合は、シスコのサービス担当者に発注情報をお問い合わせください。

静電気防止については、「静電破壊の防止（18ページ）」を参照してください。（注）

NIMの取り外し
NIMを取り外すには、次の手順に従います。

手順の概要

1. 静電気防止用リストストラップを着用し、ストラップの反対側をルータの塗装されていな

い面に接続します。

2. 次の手順を使用して、取り外している間に NIMをトラフィックが通過しないように NIM
を停止します。

3. NIMからすべてのケーブルを外します。
4. NIMの両側にある非脱落型ネジをゆるめます。
5. 両手でハンドルを握って、NIMを引き出します。

手順の詳細

ステップ 1 静電気防止用リストストラップを着用し、ストラップの反対側をルータの塗装されていない面に接続しま
す。

ステップ 2 次の手順を使用して、取り外している間に NIMをトラフィックが通過しないように NIMを停止します。

トラフィックがポートを通過している最中にNIMを取り外すと、システムが停止する可能性があ
ります。

注意

a) router#プロンプトで、「hw-module subslot 0/2 stop」と入力し、Enterを押します。
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b) router#プロンプトで、「end」と入力し、Enterを押します。

ステップ 3 NIMからすべてのケーブルを外します。

ステップ 4 NIMの両側にある非脱落型ネジをゆるめます。

ステップ 5 両手でハンドルを握って、NIMを引き出します。

これで、NIMを取り外す手順は完了です。

NIMの交換
NIMを交換するには、次の手順に従います。

手順の概要

1. NIMを挿入するために、NIMを固定するガイドレールの位置を確認します。ガイドレー
ルは、NIMスロットの上部左右の、1インチ（2.54 cm）ほど奥にあります。

2. 両手を使って、NIMが NIMインターフェイスコネクタにしっかり装着されるまで、慎重
に NIMをスライドさせます。完全に装着されると、NIMは前面プレートのやや後方に位
置します。

3. NIMを正しく装着したら、非脱落型ネジで NIMを NIMのどちらかの位置に固定します。
4. show platformコマンドを使用して、サブスロット 0/2のステータスに問題がないかどうか
を確認します。

手順の詳細

ステップ 1 NIMを挿入するために、NIMを固定するガイドレールの位置を確認します。ガイドレールは、NIMスロッ
トの上部左右の、1インチ（2.54 cm）ほど奥にあります。

ステップ 2 両手を使って、NIMが NIMインターフェイスコネクタにしっかり装着されるまで、慎重に NIMをスライ
ドさせます。完全に装着されると、NIMは前面プレートのやや後方に位置します。

ステップ 3 NIMを正しく装着したら、非脱落型ネジで NIMを NIMのどちらかの位置に固定します。

非脱落型ネジを締めて適切に固定されていることを確認します。（注）

取り付け後に NIMが起動するはずです。

ステップ 4 show platformコマンドを使用して、サブスロット 0/2のステータスに問題がないかどうかを確認します。

これで、NIMを取り付ける手順は完了です。
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NIM-SSDモジュールからのSSDの取り外しおよび取り付
け

ここでは、NIM-SSDモジュールからソリッドステートドライブ（SSD）を取り外す方法につ
いて説明します。

NIM-SSDをサポートする Cisco 4400シリーズサービス統合型ルータ（ISR）と、NIM-SSDを
サポートする Cisco ASR 1000シリーズアグリゲーションサービスルータは、別々の形式で
NMIを利用します。

注意

Cisco ASR 1001-Xルータの NIM-SSDモジュールは、両方のハードドライブを 1つのパーティ
ションとして認識します。たとえば、2台の 200 GBハードドライブは 1台の 400 GBハード
ドライブとして扱われます。NIM-SSDモジュールにはデータバックアップ機能がないため、
SSDを交換するとデータが完全に失われます。SSDを交換する前に、重要なすべてのデータを
クリーンアップしてバックアップしてください。

注意

[Restrictions（機能制限）]

• Cisco ASR 1001-Xルータは、NIM-SSDモジュールが起動中の SSDドライブの動的な取り
外しとシャットダウンをサポートしていません。このような誤った操作はディスクの破損

を引き起こす可能性があり、モジュールが正常にシャットダウンされなかったことを示す

カーネルメッセージが表示されます。NIM-SSDモジュールの電源をオフにし、電源 LED
が消灯するのを待ってから、SSDの取り外しと取り付けを行ってください。

• SSDドライブが搭載されていないシスコ SSDキャリアカードNIMはサポートされていま
せん。

NIM-SSDモジュールからの SSDの取り外し
NIM-SSDモジュールから SSDを取り外すには、次の手順に従います。

手順の概要

1. NIM-SSDスロットにアクセスします。
2. 次の手順を使用して SSDモジュールを停止します。
3. 下図に示すように、NIM-SSDの両側の非脱落型ネジを外して、NIMの前面プレートを取
り外します。

4. 下図に示すように、NIM-SSDカードスロットカバーを下ろして、SSDスロットを露出さ
せます。
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5. 次の図に示すように、両手を使って、マザーボード上のコネクタから NIM-SSDを引き出
します。スロットと絶縁体ポストの破損を防ぐために、NIM-SSDとマザーボードを平行に
保ったまま引き出します。

6. 静電気防止用袋に NIM-SSDを入れ、静電破壊から保護します。

手順の詳細

ステップ 1 NIM-SSDスロットにアクセスします。

ステップ 2 次の手順を使用して SSDモジュールを停止します。

a) router#プロンプトで、「hw-module subslot 0/2 stop」と入力し、Enterを押します。

b) router#プロンプトで、「end」と入力し、Enterを押します。

ステップ 3 下図に示すように、NIM-SSDの両側の非脱落型ネジを外して、NIMの前面プレートを取り外します。

図 15 :非脱落型ネジの位置

1. SSDドライブを NIMキャリアカードに取り付けている SSDスロットカバーの非脱落型ネジ

ステップ 4 下図に示すように、NIM-SSDカードスロットカバーを下ろして、SSDスロットを露出させます。
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1.キャリアカードスロットカバー

ステップ 5 次の図に示すように、両手を使って、マザーボード上のコネクタからNIM-SSDを引き出します。スロット
と絶縁体ポストの破損を防ぐために、NIM-SSDとマザーボードを平行に保ったまま引き出します。

図 16 : SSDの取り外し

1. SSDドライブを引き出すためのつまみ

ステップ 6 静電気防止用袋に NIM-SSDを入れ、静電破壊から保護します。

これで、NIM-SSDの取り外しは完了です。

NIM-SSDモジュールへの SSDの取り付け
NIM-SSDモジュールに SSDを取り付けるには、次の手順に従います。

手順の概要

1. NIM-SSDで、SSDカードスロットカバーを固定している非脱落型ネジを緩めます。
2. NIM-SSDカードスロットカバーを下ろして、SSDスロットを露出させます。
3. SSDを適切なスロットに挿入します。
4. コネクタ面を下に、シリアル番号を上にして、SSDのコネクタ端から先に挿入する必要が
あります。

5. SSDの上の所定の位置まで NIM-SSDカードスロットカバーを持ち上げます。
6. NIM-SSDが正しく取り付けられていることを確認します。
7. 次の手順を使用して NIM-SSDモジュールを開始します。
8. show platformコマンドとshow inventory コマンドを使用して、サブスロット 0/2のステー
タスに問題がないかどうかを確認します。
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9. dir hardisk:コマンドを使用して、ハードディスクパーティションの合計ファイルサイズ
が正しいかどうかを確認します。次に例を示します。

手順の詳細

ステップ 1 NIM-SSDで、SSDカードスロットカバーを固定している非脱落型ネジを緩めます。

ステップ 2 NIM-SSDカードスロットカバーを下ろして、SSDスロットを露出させます。

ステップ 3 SSDを適切なスロットに挿入します。

ステップ 4 コネクタ面を下に、シリアル番号を上にして、SSDのコネクタ端から先に挿入する必要があります。

ステップ 5 SSDの上の所定の位置まで NIM-SSDカードスロットカバーを持ち上げます。

ステップ 6 NIM-SSDが正しく取り付けられていることを確認します。

ステップ 7 次の手順を使用して NIM-SSDモジュールを開始します。

a) router#プロンプトで、「hw-module subslot 0/2 start」と入力し、Enterを押します。

b) router#プロンプトで、「end」と入力し、Enterを押します。

ステップ 8 show platformコマンドとshow inventory コマンドを使用して、サブスロット 0/2のステータスに問題がな
いかどうかを確認します。

show inventoryコマンド

例：

Router# show inventory
NAME: "Chassis", DESCR: "Cisco ASR1001-X Chassis"
PID: ASR1001-X , VID: V00, SN: P3A-9
NAME: "Power Supply Module 0", DESCR: "Cisco ASR1001-X AC Power Supply"
PID: ASR1001X-PWR-AC , VID: V00, SN: LIT171616HJ
NAME: "Power Supply Module 1", DESCR: "Cisco ASR1001-X AC Power Supply"
PID: ASR1001X-PWR-AC , VID: V00, SN: LIT171616GG
NAME: "Fan Tray 0", DESCR: "Cisco ASR1001-X Fan Tray"
PID: ASR1001-X-FANTRAY , VID: , SN:
NAME: "module 0", DESCR: "Cisco ASR1001-X SPA Interface Processor"
PID: ASR1001-X , VID: , SN:
NAME: "SPA subslot 0/1", DESCR: "4-port Serial Shared Port Adapter"
PID: SPA-4XT-SERIAL , VID: V01, SN: JAB111105M4
NAME: "NIM subslot 0/2", DESCR: "NIM SSD Module"
PID: NIM-SSD , VID: V01, SN: FOC18071SNN
NAME: "subslot 0/2 disk0", DESCR: "harddisk"
PID: Micron P400m-MTFDDAK400MAN , VID: 0225 , SN: MSA1802019A
NAME: "subslot 0/2 disk1", DESCR: "harddisk"
PID: UB88RTB400HE6-NTH-EID , VID: 5.2.4 , SN: 11000302418
NAME: "SPA subslot 0/0", DESCR: "8-port Built-in GE SPA"
PID: BUILT-IN-2T+6X1GE , VID: , SN:
NAME: "module R0", DESCR: "Cisco ASR1001-X Route Processor"
PID: ASR1001-X , VID: V00, SN: JAE1719030S
NAME: "module F0", DESCR: "Cisco ASR1001-X Embedded Services Processor"
PID: ASR1001-X , VID: , SN:
Router#

ステップ 9 dir hardisk:コマンドを使用して、ハードディスクパーティションの合計ファイルサイズが正しいかどう
かを確認します。次に例を示します。

例：
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Router# dir harddisk:
Directory of harddisk:
11 drwx 16384 Jul 16 2014 11:30:24 -03:00 lost+found
787616940032 bytes total (747608293376 bytes free)
Router#

これで、NIM-SSDの交換手順は完了です。

ルータの再梱包
システムが損傷している場合は、返品するために再梱包する必要があります。

ルータを返却したり、別の場所に移動したりする場合は、元の梱包材を使ってシステムを梱包

してください。
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